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事 業 所 情 報 ( 保 育 所 ) 
(平成 18 年 11 月 1 日現在) 

 
 

施設名 
喜 志 麻 保 育 園 

 
 
１ 基本情報 
所在地： 〒９３９－１７４１ 

     富山県南砺市高宮６６３番地 

TEL：０７６３（５２）４６４７ ホームページ：kijima.group.nanto-e.com 
FAX：０７６３（５２）４６４７ E-Mail：kizima-h@p1.tst.nejp 
交通手段： 

     ＪＲ城端線福光駅より、車で５分 

開設年月：昭 58 年 4月 1日 開所時間：午前 7時～午後 7時 

敷地面積：2,189.55 ㎡ 建物面積：638.08 ㎡ 

経営主体：社会福祉法人 喜志麻児童福祉会 設置主体：社会福祉法人 

施設長名(所長､園長)：湯浅 美千代 

 
２ 職員体制 
施設長：     １ 名 保育士：    ２０ 名 保健師・看護師： １ 名 
栄養士：     ０ 名 調理員：     ２ 名 嘱託医：     ２ 名 

事務員：     １ 名 その他：     １ 名 計：      ２８ 名 

 
３ 保育所の方針 
＜保育の目標＞ 

よく遊ぶ子  善悪のわかる子  のびのびと表現できる子 
 
   ＊ 乳幼児の情緒の安定に留意し、十分に甘え、愛される体験を大切にしながら 

感性豊かな子どもに育てます。 
 
＜保育の方針＞ 

○ 一人一人の笑顔を大切に (愛されている喜びをどの子にも満喫させる) 
○ 保護者と喜びを共有して (共通理解をもって、個々の成長・発達を認める) 
○ 一人一人の思いや感性の芽生えを大切に (のびのびと表現する場を保障する) 
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４ サービス内容 
対象地域 南砺市在住の方。南砺市外の方も住民票のある市役所を通して利用可能。 
対象年齢 生後８週間～３歳 

入所定員 45名 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計 入所児童 
 19 17 19    55 
居室数･内容 
 
 

乳児室(2)・保育室(3)・一時保育室(1)・地域子育て支援室(1)・事務室(1) 
研修室(1)・調理室(1)・医務室(1)・相談室(1)・調乳室(2)・湯沸し室(1) 
・便所(2) 

 

サービス名 
有 
無 

具体的な内容（利用時間、詳細料金など） 

0歳児保育 有 
生後８週(産休明け)からお預かりします。 
■ 保育時間 7:00～19:00 
■ 保育料は市の徴収基準額です。 

障害児保育 有 
随時、相談に応じ対応しています。 
■ 保育時間 7:00～19:00 
■ 保育料は市の徴収基準額です。 

延長保育 有 

午後７時までお預かりします。午後７時以降必要とされる方は別途相談に

応じます。 
■ 保育時間 7:00～19:00 
■ 保護者負担料金 月額 2,000円(月 3回以上利用者対象) 
＊ 午後 5 時 30 分を過ぎて保育が必要な場合、延長保育料(おやつ代)が

必要となります。(利用されない日のおやつは毎週木曜日にまとめ、
個別配布とさせていただきます。) 

夜間保育 (有) 

緊急サポートネットワークで対応。緊急に保育を必要とする保護者と育児

サポーター登録会員とが相互に話し合いの上、援助活動を行ないます。 
■ 保育時間 19:00～22:00 
■ 利用料金 700円～1,000円（サポーターとの契約） 
＊ 児童と顔見知りの方を紹介いたします。 

休日保育 有 

日曜・祝日、保護者の仕事の都合上、保育が必要になったお子さんをお預

かりします。 
■ 保育時間 7:00～18:00 
■ 保護者負担料金(なし) 
＊ 保育料は無料ですが、平日 1日を休園していただきます。 
  休日保育希望者は登録と利用日の 3 日前(木曜日)までに申込みが

必要です。 
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病後児保育 (有) 

緊急サポートネットワークで対応。緊急に保育を必要とする保護者と育児

サポーター登録会員とが相互に話し合いの上、援助活動を行ないます。 
■ 保育時間 8:30～16:30 
■ 保護者負担料金(一日 2,000円 ・ 4時間 1,000円) 
＊ 当園児または卒園児を対象とし、病気の回復期にあり、集団保育

が困難な児童でかつ家庭保育に欠く児童を対象とします。 

一時保育 有 

保護者の病気、看護、出産、冠婚葬祭により、緊急一時的に家庭での保育 
が困難になった場合や、育児に伴う心理的・身体的負担を解消する為、保

育を必要とする家庭を支援します。 
■ 保育時間 8:00～18:00(利用時間は相談に応じます) 
■ 保護者負担料金(一回あたり)   別途 給食費 200円 
対象年齢 単位時間 料 金 
0歳～ １日 2,000円 
0歳～     半日(４時間) 1,000円 
■ 利用は月 12日以内とする。 

子育て支援 
広場 

有 

未就園児とその保護者が楽しく過ごしたり、育児についての悩みや不安な

どの相談、アドバイスをいたします。また、親子サークル活動も支援して

います。子育てテレフオン相談にも応じます。 
＜ふれあい遊び＞ 
■ 曜日・周期  (月・水～土曜日)＊日曜・祝日は休園 
■ 時間 9:00～16:00 
■ 内容 
  お楽しみタイム(歌・スクスク体操・ふれあい遊び) 
  身体測定・発育相談(正看護師・市の保健師) 
  在園児との交流保育(土曜日・行事) 
  子育てよろず相談 
  ＊ 詳細についてはＨＰ又は毎月ぴよぴよ広場だよりを発行してい

ます。 
＜各サークル活動＞ 
■ 曜日・周期(火曜日) 
■ 時間 9:00～11:30 
■ サークル名    ・きじママクラブ 
         ・折り紙サークル 
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健康管理 ・ ０歳児は個々の生活リズム(１回寝・２回寝・３回寝)に合わせています。 
不変的事項 
保護者による健康チェック・保護者との連携(連絡帳・口頭)・定期的な
視診及び触診・検温・排泄チェック(便・尿)・水分補給・睡眠チェック 
・正看護師による与薬時の巡回チェック 
・異常や疑わしい時は保健室にて経過観察保育を行なう 
身体測定(毎月)・健康診断、歯科検診(年２回) 
・保健だより・健康相談・予防接種の推進など 
・使用済みオムツは家庭に持ち帰る（健康確認の為） 

食事  毎月の食育会議 給食だよりの発行 
・ 離乳食から幼児食、除去食と個々の子どもの発育、体調に合わせた食

事・手作りおやつや行事食もあり、栄養豊かな楽しい食事に心がけて

いる。 
・ 授乳においては親の育児方法で（ミルクメーカーの希望、母乳パック

利用、直接授乳）等ですすめている。 
・ 月の献立だよりや正面玄関先のサンプル展示・連絡帳等で個の喫食状

況を知らせている。 
・ 検食や食育会議、試食会の提供で様々な意見を食の改善につなげます。 
・ 食育についても工夫を図っている。(ささっとできる手作りおやつの紹
介等毎月発行) 

休日 休日保育 
・ 低年齢児向けに整備された園庭であるので、地域の要望を受け園庭の

開放を図っている。 
  (安全管理においては自己責任として地域ボランティアの管理とする) 
・ 休日保育の時は一緒に遊び、園内の開放を図っている。 

地域との交流 出前保育・施設訪問・新一年生との交流・中学生との交流・地域の老人会

の方を誕生月に招待するなど、園児との交流を深めています。 
・ 春秋祭礼参加 
  保護者と一緒に成長感謝をこめ、春は神輿の奉納、秋は神輿、獅子舞、

菊の奉納をする。 
・ 世代間交流として毎月地域の老人会の方々を誕生会に招待し、歌った

り踊ったり、おはぎでおやつ会の交流を楽しむ。 
・ 行事交流として、花植え、熱送り太鼓、門松作り、新一年生の集い、

中学生との交流。・出前保育、「お出かけ始めまして」など各地域に出

向く。 
保護者会活動 子育て講演会・奉仕作業(草むしり)・保護者保育体験・個人懇談会・組別

懇談会など 
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５ サービス利用のために 
利用申し込み方法 喜志麻保育園で随時受け付け 

新年度入所申請日１１月上旬（途中入所予約受付け可能） 
申請窓口開設時間 午前 8:30～午後 5:00 
申請時注意事項 個人情報保護法に準じ、守秘義務の遂行と丁寧な面接 
入所相談 市役所(井波行政センター児童育成課)・各地区行政センター・喜志麻保

育園にて随時受け付け 
利用料金 保育料平成 18 年度南砺市保育料徴収基準額表に準ずる・一時保育料(半

日千円・1日 2千円) 
食事代金 一時保育試食会費・実習生給食費１回 200円 
苦情対応 ホームページ・電話・苦情受付箱など 

苦情対応受付責任者は個人情報管理規程に基づき適切な解決に資する。 
苦情解決責任者は喜志麻児童福祉会の理事長（または喜志麻保育園園長） 
苦情担当者・園長及び地区民生委員。 
苦情受付方法（手段）・苦情箱設置(正面玄関ホール)ＨＰ・電話など 
解決方法・一般的な共有問題は玄関ホールにて掲示。またはたより配布。 
    ・個別的な問いに対しては面談または個別に紙面応答。 

その他情報提供資料 喜志麻保育園パンフレット・一時保育・出前保育・子育て支援ぴよぴよ

広場としおり、各種ポスター 

 
６ 施設の公開、実習生･ボランティアの受け入れ 

施設の公開･見学 実習生の受け入れ ボランティアの受け入れ 

必要に応じて、随時可能。 
・ 各種行事開放 
・ 園内公開保育(1月) 
・ 保護者保育体験 
(5月・10月・1月各 10日間) 

単位実習・希望実習(専門生) 
保育体験(小学生・中学生) 
免許取得の為(一般者) 

福寿会誕生会・バス園外保育 
育児相談・子育て支援室支援

活動・花木の管理など 
＊ボランテイア登録してい

ただき、適宜参加、参画等

お願いしている。 
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７ その他特記事項 
保育の特色 
・ 低年齢児保育集団である。０歳児の個々の生活リズムに合わせた快適な営みを基本に、

家庭的雰囲気の中で、一人ひとりの子どもを愛情豊かに見守り援助する。 
・ 朝の集い時には神社に向かって礼拝を通し、情緒の安定と今日の元気にありがとうの気

持ちを持つ。君が代・日の丸の歌や季節の歌、リズム体操を楽しむ。 
□印については理事長の信念である。“環境与えずして選択できない”という思いの基、 
園庭の国旗を見ながら唱っている。 

・ 挨拶においても座っている時は両手を前方につき、頭を下げる時、古来文化を生活の

中で習得機会とする。 
・ 自然環境に富み、四季折々の草花や虫との触れ合い、気候を活かした遊び等、できる

だけ戸外で遊ばせるようにし、自然の問いかけに学ぶ感性保育を重視している。 
保護者との連携 
・ 働く保護者を支援する為父母の会参画の基、年間行事計画である。父母保育体験や奉

仕活動、子育て講演会は保護者の意見をまとめての共同行事計画である。 
  行事に参加しやすい方法として降園時間帯に気軽に保育参画できるよう、工夫を図る。

例  親子苗植え・芋掘り・奉仕活動(草むしり) 
      七夕飾り・交通安全教室・クラス懇談会・個別面談 
・ 保育園の生活紹介ビデオ家庭回覧 
  年３回～４回、保護者の参加していない行事や子どもの生活そのものをビデオ撮影し

家庭回覧をする。家族皆で楽しめる。また、保育園生活の理解が深まる等と好評であ

る。 
――個人情報保護規程による賛同書を年度始めに確認したうえでの活動支援―― 

その他 ――（保護者・職員・子育て支援室利用の共有活動支援）―― 
・ 保護者の方々が家庭への安らぎ支援として福光熱送り祭り市民イベントに自主的な参

加を企画された。 
保護者・職員・地域子育て支援室利用者も一体になって参加した。(総勢 60名) 
“楽しもう子育て”とのテーマをかかげサンバ踊り、アンパンマン大家族を演じた。 
集う者の相互の親睦と充実感を味わう。街頭で声援して下さった親子、一般市民の皆

様からも楽しかった感想が沢山届いた。全員の声を文集にして家庭回覧で再び楽しん

だ。 
・ 第２弾として 
  子育ての楽しさを５・７・５の俳句で表現していただくという企画をし、文集にした。 
  (応募者多数) 
  秋の夜長を家族と共に読んで、“いずれも同感”と元気のパワーがいただけたと大好評

であった。 
 


